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Abstract 
The purpose of this study was to measure the muscle strength and clarify the muscle 
activities using surface electromyography (surface EMG) in order to achieve better 
performance in archery. 
① Low speed training is suggested to contribute to the improvement of performance. 
② M. deltoideus (posterior) in both upper limbs caused muscle activity in anchor and 
muscle relaxation in release by skilled archers. On the other hand, beginner archers 
caused voluntary movement to let go of a string with a finger upon release. 
③ The score become higher in accordance with shortened time of initial premotion silent 
period (IPSP) - Release. 
In conclusion, these studies may be useful as reference to support for improving 
performance.  













































が FITA score に与える影響 
研究の狙いは、アンカーからリリース時の間に出現する silent period（動作前筋放電休止期）
に着目し、FITA score（世界アーチェリー連盟が規定した公式試合得点）との関係を検討するた
めに、表面筋電図を用いて、FITA score とアーチェリー行射時の押し手側における IPSP から
リリースまでの時間との関係について観察・検討することであった 。その結果、パフォーマン
スが高い選手ほど押し手側の三角筋後部に出現する IPSP からリリースまでの時間が短いこと
がわかった。 
 
『まとめ』競技力向上のために行ったアーチェリー選手における筋力に関する研究および表面
筋電図法を用いた研究から、アーチェリー競技のコーチングに必要な沢山の情報を得ることが
できた。その情報を基にアーチェリー競技における新たなトレーニング方法や技術のコーチン
グ法を選手たちに教えることができた。その結果、2008年北京オリンピックを始め、ロンドン
オリンピック、リオデジャネイロオリンピックと 3大会連続のオリンピック出場が可能となっ
た。これからも世界で活躍できる選手の育成のために、アーチェリー競技に関する研究を続け
ていきたい。 
